
新しい学年に向けて

２月２日は節分，そして３日は立春です。今年は暖冬という事もあり，過ごしやすい日々が続い

ています。さて，これからの２か月は各学年にとって今年度のまとめをするとともに，新しい学年

の準備をする大切な時期になります。一つ上の学年に進級するにあたり，「何を頑張りたいのか」

「どんな自分になりたいのか」，目標を持って学校生活を送るよう指導してまいります。ご家庭で

も，ぜひ，応援していただければと思います。

今年度の残り登校日数は３０日あまりとなりました。季節柄，インフルエンザも流行しておりま

す。学校では，感染症の防止にも気を配りながら指導してまいりますので，ご家庭におかれまして

も，ご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

おいしい給食ありがとうございます

１月２０日から２４日まで，田尻小学校では給食週間が行われました。その中で，２１日に計画

委員会が中心となって給食集会を行いました。今年は，「免疫くんと悪玉くん」というタイトルで，

免疫力を高めるにはどうしたらよいかや免疫力の大切さなどについて，楽しく分かりやすいペープ

サート劇を行いました。

そして，毎日給食や牛乳の準備をしていただいている遠藤業務員さんに，児童を代表して４年の

髙泉陽向さんが感謝の言葉を述べました。

給食集会の他にも，昭和・平成・令和の給食についての掲示をしたり，栄養士さんから給食に関

するお話をしていただいたりと，給食について考えるよい機会となりました。

【計画委員会によるペープサート劇】 【業務員さんへ感謝のお手紙贈呈】
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２月の行事予定
３日（月） ○安全の日

４日（火） ○朝会

○読み聞かせ（１，２年）

５日（水） ○委員会活動

６日（木） ○１日入学

○弁当の日（４～６年生のみ）

※１～３年生は給食なしの３校時限で，

11:４0ごろ下校になります。

※４～６年生は弁当持参で，６校時限

です。

１０日（月） 〇職員会議

１１日（火） ○建国記念の日

○防災の日 ○いい音楽の日

１２日（水） ○キャップハンディ体験（４年）

○チャレンジｄａｙ

※全校４校時限。給食後下校。

１３日（木） ○卒業を祝う会（特別支援学級）

○ＳＣ来校日

○ＰＴＡ本部役員会

１４日（金） ○送る会準備

１７日（月） ○安全の日

１８日（火） ○集会（委員会報告）

○郷土資料館見学（３年）

２０日（木） ○ＳＣ来校日

２１日（金） ○弁当の日（全学年）

○学習参観日，ＰＴＡ総会，

学級懇談会

２３日（日） ○天皇誕生日

２４日（月） ○休日

２５日（火） ○朝会（お話）

○送る会準備（５年）

２６日（水） ○６年生を送る会

学習参観・ＰＴＡ総会

先月お知らせしましたとおり，２月２１

日（金）に下記の日程で行います。

学習参観 １２：５５～１３：４０

ＰＴＡ総会 １３：５０～１４：５０

（１階多目的ホール）

学級懇談 １５：００～１６：００

入選・入賞
＜宮城県書きぞめ展大崎東ブロック審査会＞

（硬筆の部）

特選 １年 佐藤 輝虎（県出品）

齋藤 城太（県出品） 平野 結椛

２年 グェンノックミントゥエ

髙泉 彩葉

入選 １年 佐藤 璃玖

２年 浅野 潤 佐々木奏太

髙橋虎之介

（毛筆の部）

特選 ３年 山村 奏翔（県出品）

久光 那桜 齋藤 実怜

４年 伊東 心和（県出品）

伊藤 陽希

５年 千坂 陸翔

６年 鈴木 希（県出品）

畑中梨衣奈 高泉 沙彩

及川 優來

入選 ３年 髙橋咲千風 大黒 茉莉

４年 伊東 賢人 伊藤 はる

細谷ひまり

５年 佐々木 謙 山村 望華

小関 芽衣

千羽鶴に心を込めて
長年ためていたアルミプルタブを換金し

たところ，８６４５円になり，その使い道

について代表委員会で話し合われました。

いろいろな意見が出ましたが，やはり，困

っている人の役に立つようにということで，

昨年，大地震や豪雨で大きな被害のあった

石川県珠洲市に義援金として送ることにし

ました。また，一日も早く復興してほしい

という願いを込め，全学年で心を込めて千

羽鶴をおって送り届けました。昨年の保護

者アンケートで多くの皆さんがお答えいた

だいた「優しい心」が，よりよく育ってい

ることを感じます。被災地の一日も早い復

興を子供たちと共に祈っています。


